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炬
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；
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.
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、あ
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あ
ら
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.そ
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中
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現
婢
に
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化
ざ
せ
能
.爾
性
卜
旮
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'の.
.
中
：に
#
し
'て
ゐ
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$
の
，が
.必
：然
性
と
_な
^
^

,
は
、
微
本
的
か
發
M-
過
程
：に
.と
つ
.
偶̂
然
的
.な
も
の
で
_
る̂

.0
馨

^̂ 

に
で
‘は
な
く
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.
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何
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か
他
め
も
の
.の
.う
ち

に
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_
の

甚

礎
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す
.る
や
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お
け
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；
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贱
然
を
ど
今
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冬
如
は
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必
然
の
意
味
に
も
重
大
な
關
係
を
も
つ
V

ゐ
る
？
偶
然
友
は
知
ら
れ
な.
い
，必
然.
'だ
：と
す
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自
然
の
，現
象
は
も•：ち
ろ
：ん
社
會
の.
現
象
も
亦
、
す
べ
て
因
果
的
な
必
然
の
關
係
^
ょ
つ
て
規
定
さ
れ
'て.
：
ゐ

を

め

，
で

あ
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客

觀
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偶
然
な
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一
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な
气
か
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因
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必
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論
が
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間
の
意
志
行
爲
V
從

、
つ
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叉

す

べ

て

の

社

會
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併
し
必
然
と
は
因
來
の
關
係
に
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せ
ら
れ
る
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と
で
あ
る
と
解
す
る
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あ
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.
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。
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だ
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し
て
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說
明
に
な
ら
な
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菜
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右
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械
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薩
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；
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史

：を
：自

分

で

作

り

^
げ

ゼ

行

く

自S
は
：な.‘い

の

が

と

^

ふ

反

問_
 

1

が
：越

る

如̂

^
あ

る
Q
現

に

人̂

は

自
.か
&
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が
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；
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濟
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認
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れ
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ど
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何
が
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要
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意

味

：に''
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：
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：
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^

^

^
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排
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ふ
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^
爾

立
^
る
：か

ァ

自

由
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味
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广

；
れ
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然

道

瀨
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麗
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來
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ず
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塞
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;
か
、',
敗
定
さ.
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自
然
に
,̂
け

::
^
掘
_

係
と
同
じ
で
あ
る
か
、
ぞ
し
て
人
間
は
自
分
.の
^
志
を
自
分
で
選
擇
紙
您
^
免
ゐ
が
秦
ぅ
^

和
る
が
、
賢
忒
社
會
，;
し

.

、
と
v>
ぶ
：1
»
の
自
然
本
舞
臺
で
■
基
繰
臭
形
の
如
き
も
の
で
"
すr

て
人
間
の
意
識
は
^

定
さ.
作
で
.歉
备
の
て
あ
る
ど
解
が
'

:

る
の
が
班
,1
>

か
が
‘0
_
:然
^

^

^

.れ

.

^

^人
間
^

道
^

^

値
-:
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:

^

^

伍̂

の

澗

題

は
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ヴ
な
る
の

か(

繰
1)
;

及

形

ぼ

對

が

で

說

激
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;

气

.
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'
:

,

り
、
實
往
を
逍
沐
し
I

す
：名
の
：は
警
味
で
は
な
い
か
パ
歡
的
_

ぽ
曹
義
ぞ
認
I

る
现
仏
義
者
は
必
然
と
自
撕
の
關
^

が

ー

V 

て
、
い
か
な
る
解
答
を
用
意
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
,-
0

例
へ
ぱ
辨M

法
的

唯

，物

論
#

は

、
翳

響

の̂

然

性

、

費

本

生
_
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c
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崩

潰
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'

'
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■の
必
然
性
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説
^
て
、
道
德
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理

想

，
の

努
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嘲

笑
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あ
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へ
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す
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あ
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か
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^
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つ
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す
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た
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實

_

せ

ょ
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努

め
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ゐ
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宓
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祀
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が
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叫
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の.
'は
、
他
の
.人
夂
^ ，
說
得
す
を
茁
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西
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懈
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應
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れ
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し
.て
■自
由
の
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題
は
班
に
理
論
と
實
踐
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當
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關

係

に
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問
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ょ
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.
卽

ち

何

等
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必
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間
の
意
志
と
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に
つ
い
て
自
己
決
定
の
自
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承
認
す
る
と
す
れ
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、
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ぶ
、
の

焚

義

は

麵

き

.

£.. 引
，用

し
た
ブ
、
ハJン
の

そ

れ

，
に
fw
て

ゐ

る
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偶
然
性
力
必
然
性
の
®
現
H

あ

り

、

そ

窝

奮

，

も

，
の

^
あ

る

限

り

、
，
春

避

け

ょ

ど

か

、

之

.を
，無
霖
せ
.ょ
.と
.か
い
ふ 

狱
意
味
を
な
さ
な
い
。
•然
‘る

、にH

ン
ゲ
ル
巧
は
、
'«
然
の
內
部
に
か
く
さ
れ
て
ゐ
る
法
則
を
發
見
す
る
と
と
、
而
し
て
こ
の
法
則
に
泛a

 

，
て

行

猶

す

名

こ

と

に

，、

プ

ロ

レ

，
タ

リ

ア

階

級

の

使

命

を

認

め

ょ

う

と

す

息

の

で

あ

る

0

,

'
, 
_
•

我

力

へ

，ば
、ガ̂

.

廣

志

氏

が

次

の

や

う

，に
定
義
し
て
ゐ
名

.

。..

：
必

餘

性

と

は

合

則

牲

. 0
.

こ
と
で̂

る̂

し

、‘。
又
：

.「

與
べ：>

 

た
蜀 

程
に
と
つ.

て

そ

货

外

、で
あ
り
得
在
い
、

/

不
可
避
の
も
の」

と
名
い
ふ
。
之
鋥
し
售
然
的
な
も
の
は「

與
へ
ら
れ
た
過
程
に

.

と
つ
て
な
：
 

く
と
も

i

さ
れ
へ
，そ

れ

以

外

の

も

の

で

間

に

合

ひ

得

る

も

の

」

^

い-

ふ
Q

# ,

し
必
然
性
は
偶
然
牲
の
辦
綜
の
う
ち
以
外
に
は
存
立せ

.
.

 

ず
、
偶

藩
f

の
め
系
列
を
外
に
し
て
は
、
必
然

f

成
t

し
な
い
め
で
あ
る
。.

併
し
同
氏
は
又
い
ふ
、福

會

過

酸
■

け
が
^'
難 

f
l
s
f
,
そ
れ
を
偶
然
性
丨
の
攪
亂
的
影
響
か
ち
淨
め
る
と
き£

は
：.

社
會
ぱ

&

由
に
，か
つ
潘
し
く

#

ア

yポ
.

で
翼
す
る
だ
ら
う

Q
 

翁

湯

^

程
嫩
場
す
る
必
然
性
が
偶
然
姓
の
影
響
か
ふ
解
放
さ
れ
名
よ
め
に
は
、
こ

の
馨
が
評
畫
的
に
統
制
さ
れ
名

.

こ
と

.

が
，必
要
：
 

で
あ
り
さ
れ
ぱ

^

庫
の
制
會
的
無
計
畫
件
を
恶
礎̂

す̂

ブ
ル
ジ
ョ
ジ
社
會
に
お
，い
て
達
成
せ
ら
，1 .

な
い
、ー
と
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史
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.必

然

性

が

偶

然

性

を

虚

し

て

の

、み

纈

る

と

い

ふ

の

5

他

方

，
、
で

は

偶

然

性

Q

影

響

を

.解

放

せ

し

め

れ

け

れ

ば

な

ら

ぬ

-と

い

ふ

の

.
--
'
: 

は

必

然

性

に

一

:

つ

の

價

値

1
S

.

が

附

隨

じ

て

ゐ

.名

た

め

に

: '
'

偶

然

他

め

證

に

，

f

茇

ょ

ぃ

ぃ

；言

吝

f

戈

'現

露

と

ら

は

，
 

れ

る

な

と

い

ぶ

_

斷

が

附

け

加

へ

ら

れ

て

來

ン
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で

あ

ら
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お
‘も
ふ
に
"
偶
然
と
い
び
、.
必
然
と
い
マP

、

我
々
、の
坐
活
S

味
を
持
っ
の
は
、'我
々
'人
間
の
蹇
的
、
Mt
的

意

識

的

：

%
辟
她
®

關
 

,

聯
し
て
の
こ
と
で
芯
る
。
我
A
の
ん
：1闫
的
め
纸
沽
を
外
に
し
，て
は
\
ど

ん

-な

現

象

を

偶

然

と

呼

ば

ぅ

と

r

又
必.
然
と
映
ば
：ぅ

，&
ぞ

，
の
：區

別
_
 

は
ぼ
耍
で
だ
い
の
で
あ
る
。
そ
の
镱
味
で
自
然
揪
の.
諸
現
象
は
、
す
べ
て
必
然
セ
あ
，る.
と
も
、
ナ
，べ
て
偶
紙
で
あ
客.
と
む_
.
.

で
差_
支
へ
: 

は
：̂

^
0因
集
の
法
則
で
律
せ
，ら
れ
，石
と.
い
ふ
意
味
で
，
は

必

然

で

あ

气

併

し

無

固

的

に

起

，る

と

い

ふ

意

妹

東

2
姊
然.
で
：
あ

名'.
0
我
：
.
々
の_ 

合.
m
的
:©
也
沽
紀
士
っ
'て
1

我
々
游
一
定
の
條
件
の
下
忙
’そ
の
內
的
麗
忙
ょ
っ
で
因
果
的
に
起
る
限
り
め
お
^
で
嚴
豪
と
峡
廣
が
、.
.'- 

.」

そ
办
抝
對
:1..
て
、4

の_
目
的
-̂
滌
件
^
に
，
は

無

關

變

起

ら

^:
し
か
も
之
紀
影
響
を
及
ぼ
す
#
免
に
、
，贫
^
は
そ
蘇
瑰
節
ゼ
腐
激
と
呼
犮.

.
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、
，
の

で'&
务
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°
如
ち
我
々
の
沿
に
左
っ
て
は
、必然も偶然も一定の制約の下

1
成
立
っ
所
の
糧
搬
念
：で
^
っ

セ

、
ぃ

現

象

忙

個
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V':
有
な
：儷
的
な
實
在
槪_

の
で
あ
る
Q
而

し

て

偶

然

を

排

す

，べ

し

と

.
い
ふ
が_

き«
値
剃
斷
は
、
我

^

の
:0
'_

浒

粑

ぎ

.る 

:,

へ
傲.

蕭
が.
下
さ
れ
て
始
め
て
甫
能
な
§
^
と
な
^j

と
が
^
§

;■ 

°:
必
然
性
も
亦.
零
め
デ
®-

の
合
睁
的
^
^
職
を
萍
ず
^
此
ま
り
、..
，そ.
. 

'',.私
£
;.
«
0
^
、べ...し
'と
い.
ふ
が
如
き
僧
値
判
斷
の
^
^
ど
は
な
り
得
な
い
の
で
s
o

必
然
^
は
、
.常
^
1_

卑
の
，
.
條
#_.
と
：/1'人
；の..
人
間
の.
有
意
'

'

;/
.的
行
爲
の
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H
.

お
い
て
成
立
っ
の
で
あ
る
か
も
、
具
體
的
な
h

i
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i
の

社

會

生

沾

：

に

お

い

，て
'は
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嚴

格
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球

に
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^

は
^

の
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實
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卜
す
.名
:̂

培
る
^

&

が
闽
難
で
.あ
る
士
見
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
蓋
し
具
體
的
な
坐
活
.で
は
、"
‘豫
め
' 

1
‘定
^

^

^
如
良
^

^

と
灰
間
の
有
贫
的
，

I 

は
ぶ
被
^

-

讓

し

て

，
一
宛
で
な
く
、

を
の
上
偏

■

な
偶
然
が
作
用
す
る
か
ら
で
あ
今
，
-?
:

の
良
味
；で
社
#

生
活
奴
絶
來
に
.っ
^

■ 

'.
で
必
.然
性
の
櫛
念
を
適
用
七
て
豫
言
す
る
_
と
と
は
、實
際
上
は
遥
.だ
-し
\̂
'

冑
險
で
あ
り
^

>

能
を
敢
て
す
る
め
そ
し
_
^
を
免
：か
狹
^

: .
^
-
々

は

せK 
?

c

y

Mの

少

な

い̂

E

と

人

間

の

闫

的fT
爲

.と

を

恶

礎
^

し
•て

、,
蓋
§

の
高

い#

り
1

教
レ
得
岑
に
へ
止
^ '
;.
^
へ
き
：で

 ̂

た
^

も
し
栽
々
が
あ
,̂

ゆ
る
，實

際

上

の

條

件

を

知

悉

し

、
，
人

，
々
へ
の
性
格
と

.自

的

生

活.，の.：內
容
を
節
^

す
る
こ
と
が
：で
..き
る
.と

想

^

す
 

れ
ば
、
そ
め
時
^

は

將

來

に

っ

い

て

の

必

，然

性

を

麗

す

る

.こ
と
が
理
論
上
可
能
汝
あ
名
と
も
い
.ふ
こ
と
が
で
き
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け
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場
合
で
も
、
人
々
が
そ
の
；
然
性
の
豫
富
を
知̂

^

將
來
に
起
る
べ
き
結
果
忆
つ
い
で
の
明
確
欢
豫
想
を
知
つ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
知̂

 

が
直
令
に
人

_

々
の
現
在
の
意
識
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
人
々
の

_

態
度
を
變

f

し
め
る
一
因
と
な
，り
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、—

こ
、
に 

入

間

の

有

意

爾

张

沾

が

、
微

械

的

因

果

蚀

で

律

心

得

為

い

自

由

：の
意
味
を
現
ぼ
し
で

.

ゐ
：るQ

.
で
あ■;

る
：

I

嚴
密

&

る
.

豫
言
ほ
、
理
論
的
^
不 

可
能
で

.

あ
名
と
い
ふ
の
が
茈
し
い
で
あ
ら
ぅ
。
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然
る
に
マ
ル
ク
ス
主
-義
者
の
辨
識
法
的
唯
物
論
は
-、
必
激
性
k

尉

す

る

，偶
，然

性

の

攪

亂

を

認

め

な

が

ら

、

し

か

谷

必

然

性

，の

絕

對

性

を
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カ

說

し

、

そ
の
.上

、
孤

然

性.處

價

値

實
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，想

定

玄

附

け
.加

へ

、

將

，來

に

ゎ

た

る

.必

.ず
貫
徹
す
.る
.は
'づ〗

の
必
然
性
を
ば
、
實
現
し
ビ
け
れ 

，
ば
：
な

ら

ぬ
.

す
ら
寶
踐
的
命
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引
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あ
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吣

明
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必
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